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男女共同参画社会の実現をめざして

「自分らしく、いきいきと暮らせるまち

令和4年3月

羽 村 市

羽村市男女共同参画基本計画
進ちょく状況調査報告書

令和2年度（2020年度）実績





１　目　 　的

２　調査対象

全庁

３　調査時期

令和3年6月～7月

４　調査項目　　全86事業（うち再掲事業10事業）

令和2年度実績、実績に対して特記すべきこと（評価、課題と改善点）、進ちょく状況

５　評価結果

進捗状況 事業数 割合(%)
進行中 75 87.21%
遅延 0 0.00%
完了 1 1.16%
計画事業なし 0 0.00%
再掲事業 10 11.63%
合計 86 100.00%

羽村市男女共同参画基本計画　【令和2年度実績】　進ちょく状況調査概要

「羽村市男女共同参画基本計画実施計画」に掲げる事業の令和2年度の実績、評価、
課題と改善点及び進ちょく状況を明らかにするため、令和2年度実績を基に評価を
行ったものである。
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【令和2年度実績】

評       価 課題と改善点

（１）人権教
育・啓発の
推進

①職場における人
権の尊重

1 人権に関する意識啓発
街頭広報や人権メッセージパネル展、人権作文の募
集などを実施し、男女共同参画、人権尊重に関する
啓発活動を行う。

継続 総務課

2 事業所への周知・啓発
職場内において、性別、年齢、国籍、障害の有無な
どあらゆる人権を尊重する意識が広がるよう、職場に
おける人権に関する啓発活動を行う。

継続
企画政策課
産業企画課
産業振興課

3
「行政・人権身の上相談」の
実施

人権侵害や人権に関する不安、悩みなどに関する
相談について、適切に対応できるよう、相談者のプラ
イバシー保護に配慮し、実施する。

継続 広報広聴課

②家庭における人
権の尊重

4 人権に関する意識啓発
街頭広報や人権メッセージパネル展、人権作文の募
集などを実施し、男女共同参画、人権尊重に関する
啓発活動を行う。

継続 総務課

5
「行政・人権身の上相談」の
実施

人権侵害や人権に関する不安、悩みなどに関する
相談について、適切に対応できるよう、相談者のプラ
イバシー保護に配慮し、実施する。

継続 広報広聴課

6
人権・男女共同参画に関す
る図書・資料の収集・提供

人権・男女共同参画に関する図書や資料を収集し、
積極的な情報提供を行う。

継続
企画政策課
図書館

③地域における人
権の尊重

7 人権に関する意識啓発
街頭広報や人権メッセージパネル展、人権作文の募
集などを実施し、男女共同参画、人権尊重に関する
啓発活動を行う。

継続 総務課

8
「行政・人権身の上相談」の
実施

人権侵害や人権に関する不安、悩みなどに関する
相談について、適切に対応できるよう、相談者のプラ
イバシー保護に配慮し、実施する。

継続 広報広聴課

9
人権・男女共同参画に関す
る図書・資料の収集・提供

人権・男女共同参画に関する図書や資料を収集し、
積極的な情報提供を行う。

継続
企画政策課
図書館

④学校教育におけ
る人権の尊重

10 人権教育の推進
計画的に人権教育を推進するため、人権教育推進
委員会を開催するとともに、人権教育全体計画及び
年間指導計画に基づく授業を実施する。

継続 学校教育課

11
適切な性に関する指導の
実施

心身の発育・発達と健康などに関する知識を身に付
け、生命や自己及び他者の個性を尊重し、相手を思
いやり、望ましい人間関係を構築するなど適切な行
動が取れるよう児童・生徒の発達段階に応じ、学校
の教育活動全体を通じた指導を実施する。

継続 学校教育課

12 学校図書館教育の充実
学校図書館司書の配置など学校図書館の整備充実
を図る中で、人権・男女共同参画に関する資料を充
実する。

継続 学校教育課

進捗状況 事業数 割合(%)

R2年度実績
実績に対して特記すべきこと 進ちょく

状　況

基本目標１　人権の尊重

施策 主な取組 № 事　業　名 事業概要 区分 担当課

令和2年度の進ちょく状況を下記の区分により掲載

進行中：計画通り進行している事業

完了：計画通り事業が完了した事業

遅延：計画から遅延している事業

斜線：再掲事業

令和2年度に行った事業実績について記載

令和2年度に行った事業実績に対する担当課の評価を記載

今後の課題と改善点及び見通しについてを記載

2



羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【令和2年度実績】

評       価 課題と改善点

（１）人権
教育・啓
発の推進

①職場における
人権の尊重

1 人権に関する意識啓
発

街頭広報や人権メッセージパネル展、人権
作文の募集などを実施し、男女共同参画、
人権尊重に関する啓発活動を行う。

継続 総務課 （ア）著名人からの人権メッセージをパネ
ル展示し、啓発事業を実施した。
実施日：令和2年11月28日（土）～12月
10日（木）
観覧者：324人
（イ）広報はむら11月15日号に人権週間
及び人権啓発記事を掲載した。
※例年実施していた羽村駅・小作駅に
おける啓発物品配布による啓発事業
は、新型コロナウイルス感染症対策のた
め、実施を取り止めた。

幅広い世代に対する啓発
を行い、人権についての
関心や理解を深める機会
を提供することができた。

多様化する人権問題につ
いて、幅広い世代に対す
る人権啓発活動を継続し
て実施していく。

進行中

2 事業所への周知・啓発 職場内において、性別、年齢、国籍、障害
の有無などあらゆる人権を尊重する意識が
広がるよう、職場における人権に関する啓
発活動を行う。

継続 企画政策課 企業メール配信サービスで、事業者に
法改正や東京都等の研修会の情報提
供を行った。

事業者が必要な時に必要
な情報を収集できるよう情
報提供を行い、女性の就
業機会や雇用促進に関す
る啓発を行うことができ
た。

最新の情報を提供できる
よう、情報収集に努め、適
時的確な情報提供を実施
していく。

進行中

産業企画課 関係機関から送付される啓発資料のチ
ラシなどを、企業活動支援員が事業所
へ配布、案内を行った。

誰もが働きやすい環境が
職場内にできるよう、情報
提供を随時行うことができ
た。

人権に対する意識のレベ
ルは事業所によって様々
であるため、普及啓発に
よって意識醸成を進めて
いく。

進行中

産業振興課 企業メール配信サービスで、セミナー等
の情報提供を行った。
配信企業数：171社
配信回数：19回

事業者へ最新の情報提供
を行うことができた。

常に最新の情報収集に努
め、啓発活動を実施して
いく。

進行中

3 「行政・人権身の上相
談」の実施

人権侵害や人権に関する不安、悩みなどに
関する相談について、適切に対応できるよ
う、相談者のプライバシー保護に配慮し、実
施する。

継続 広報広聴課 行政相談員による行政相談と、人権擁
護委員による人権身の上相談を合同で
7回実施した。
行政相談2件、人権身の上相談3件

相談者が抱えている問題
を解決するための支援
行った。

引き続き、庁内各部署お
よび関係機関との連携を
強化しながら、相談者の
プライバシー保護に配慮
し、相談体制の充実を
図っていく。

進行中

②家庭における
人権の尊重

4 人権に関する意識啓
発
【再掲 1-（1）-①№1】

街頭広報や人権メッセージパネル展、人権
作文の募集などを実施し、男女共同参画、
人権尊重に関する啓発活動を行う。

継続 総務課

5 「行政・人権身の上相
談」の実施
【再掲 1-（1）-①№3】

人権侵害や人権に関する不安、悩みなどに
関する相談について、適切に対応できるよ
う、相談者のプライバシー保護に配慮し、実
施する。

継続 広報広聴課

区分 担当課

基本目標１　人権の尊重

R2年度実績
実績に対して特記すべきこと 進ちょく

状　況
施策 主な取組 № 事　業　名 事業概要
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6 人権・男女共同参画に
関する図書・資料の収
集・提供

人権・男女共同参画に関する図書や資料を
収集し、積極的な情報提供を行う。

継続 企画政策課 人権・男女共同参画に関する各関係機
関の資料等について、企画政策課窓口
等で掲示・配布した。

市民の意識啓発を行うこと
ができた。

今後も、継続して資料・図
書を収集し、広く市民へ情
報提供を行う。

進行中

図書館 人権・男女共同参画に関する図書等資
料の収集を行った。

市民への情報提供及び意
識啓発を行うことができ
た。

今後も、継続して関連資
料を収集し、市民へ「情報
提供を行う。

進行中

③地域における
人権の尊重

7 人権に関する意識啓
発
【再掲 1-（1）-①№1】

街頭広報や人権メッセージパネル展、人権
作文の募集などを実施し、男女共同参画、
人権尊重に関する啓発活動を行う。

継続 総務課

8 「行政・人権身の上相
談」の実施
【再掲 1-（1）-①№3】

人権侵害や人権に関する不安、悩みなどに
関する相談について、適切に対応できるよ
う、相談者のプライバシー保護に配慮し、実
施する。

継続 広報広聴課

9 人権・男女共同参画に
関する図書・資料の収
集・提供
【再掲　1-(1)-②№6】

人権・男女共同参画に関する図書や資料を
収集し、積極的な情報提供を行う。

継続 企画政策課

図書館

④学校教育にお
ける人権の尊重

10 人権教育の推進 計画的に人権教育を推進するため、人権教
育推進委員会を開催するとともに、人権教
育全体計画及び年間指導計画に基づく授
業を実施する。

継続 学校教育課 （ア）人権教育推進委員会を開催した。
年3回開催
（イ）人権教育全体計画及び年間指導
計画を策定した。
実施校：小・中学校全校

（ア）（イ）
人権教育推進委員会委
員を中心に、各校の人権
教育の取組について情報
共有することで、具体的な
取組を参考に、人権教育
全体計画及び年間指導
計画の改善を図ることがで
きた。

（ア）（イ）
引き続き、人権教育の推
進及び向上を図るため、
各校の連携を推進する。

進行中

11 適切な性に関する指
導の実施

心身の発育・発達と健康などに関する知識
を身に付け、生命や自己及び他者の個性
を尊重し、相手を思いやり、望ましい人間関
係を構築するなど適切な行動が取れるよう
児童・生徒の発達段階に応じ、学校の教育
活動全体を通じた指導を実施する。

継続 学校教育課 小・中学校全校が体育健康に関する全
体計画及び年間指導計画を策定した。
計画に基づき、体育・保健体育のほか、
特別の教科 道徳や総合的な学習の時
間、特別活動等の時間において、発達
段階に応じた教科等横断的な指導を実
施した。

体育健康に関する全体計
画・指導計画に基づき、児
童・生徒の内面に働きか
ける指導を行うことができ
た。さらに、知識的理解と
して、体育・保健体育等を
中心に計画的に指導を行
うことができた。

発達段階に応じ、系統的
な指導が行えるよう教育課
程の編成や進行管理等の
指導・助言を行っていく。

進行中

12 学校図書館教育の充
実

学校図書館司書の配置など学校図書館の
整備充実を図る中で、人権・男女共同参画
に関する資料を充実する。

継続 学校教育課 学校図書館司書を小・中学校全校に週
4日、1日4時間配置し、学校図書館の環
境整備・充実を図った。また、中学校に
学校図書館総合管理システムを導入し
た。

学校図書館司書を中心に
年2回連絡会を実施し、情
報の共有化を図ることがで
きた。また、学校図書館総
合管理システムの整備に
より、学校図書館の環境
整備・充実を図ることがで
きた。

完了
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【令和2年度実績】

基本目標２　女性の活躍推進

評       価 課題と改善点

（１）ポジ
ティブ・ア
クション
の推進

①市内事業所・
各種団体などに
おける男女共同
参画の取組みへ
の支援

13 事業所への周知・啓発 固定的な性別による役割分担意識の解消
や、ポジティブ・アクションの必要性につい
て、広報紙や市公式サイト、パンフレットなど
により、情報提供を行う。

継続 企画政策課 （ア）企業メール配信サービスで、事業
者に法改正や東京都等の研修会の情
報提供を行った。

（イ）広報はむらに男女共同参画特集記
事「Weave」を掲載し、意識啓発を行っ
た。
「コロナ禍の暮らしだからわかったこと」
（令和3年3月15日号）

事業者が必要な時に必要
な情報を収集できるよう情
報提供を行い、女性の就
業機会や雇用促進に関す
る啓発を行うことができ
た。

最新の情報を提供できる
よう、情報収集に努め、適
時的確な情報提供を実施
していく。

進行中

産業企画課 関係機関から送付される啓発資料のチ
ラシなどを、企業活動支援員が事業所
へ配布、案内を行った。

誰もが働きやすい環境が
職場内にできるよう、情報
提供を随時行うことができ
た。

製造現場など、従来女性
が少ない職場を持つ事業
所に対して、普及啓発に
よって意識醸成を進めて
いく。

進行中

産業振興課 企業メール配信サービスで、セミナー等
の情報提供を行った。
配信企業数：171社
配信回数：19回

事業者へ最新の情報提供
を行うことができた。

最新の情報収集に努め、
啓発活動を推進していく。

進行中

14 審議会等における女
性委員の積極的な登
用

市が設置する審議会等の委員に、女性の
登用を促進し、女性の市政への参画比率を
向上させていくよう努める。

継続 全課 市の審議会における女性の参画に努め
た。
【審議会等委員女性比率】
令和3年3月1日現在：22.7%
（令和2年3月1日現在：28.4%）

審議会等への女性の参画
比率が32.6%を上回るよう
に努めたが、目標には至
らなかった。

令和3（平成33）年度まで
に目標指標である32.6%
（平成28年3月31日現在）
を上回ることができるよう、
各課の意識を高めなが
ら、引き続き、審議会等へ
の女性の参画を推進して
いく。

進行中

②女性のキャリ
アデザイン支援

15 女性のキャリアデザイ
ン支援講座の実施

方針決定過程への女性の参画を推進する
ため、スキルアップの一助となり、個人の自
己成長や能力開発となるような学習機会を
提供する。

継続 企画政策課 職場復帰や地域活動に対する参加意
欲を持つ女性が、自分らしい将来設計
を行い、仕事や地域活動に参加する
きっかけとなる講座を企画したが、新型
コロナウイルス感染症対策のため、中止
した。

新型コロナウイルス感染症
対策のため事業を実施す
ることができなかった。

より効果的な講座を実施
できるよう、実施方法の検
討を含めて企画してして
いく。

進行中

（２）女性
のチャレ
ンジ支援

①女性の職場復
帰などあらゆる
分野への参画支
援

16 女性のチャレンジ支援
講座等の実施

職場への復帰や地域への参画に役立つよ
うな学習機会を提供する。

継続 企画政策課 職場復帰や地域活動に対する参加意
欲を持つ女性が、自分らしい将来設計
を行い、仕事や地域活動に参加する
きっかけとなる講座を企画したが、新型
コロナウイルス感染症対策のため、中止
した。

新型コロナウイルス感染症
対策のため事業を実施す
ることができなかった。

より効果的な講座を実施
できるよう、実施方法の検
討を含めて企画してして
いく。

進行中

産業企画課 東京しごとセンター多摩が行う女性の再
就職支援セミナーなどの周知を行った。

新型コロナウイルス感染症
の感染拡大防止のため、
実施回数が減ったが、チ
ラシの配布など可能な周
知を行った。

引き続き、多くの方に参加
いただけるよう、情勢に合
わせた周知を行っていく。

進行中

R2年度実績
実績に対して特記すべきこと 進ちょく

状　況
施策 主な取組 № 事　業　名 事業概要 区分 担当課
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17 新たな雇用対策の仕
組み作りの検討

地方版ハローワークの検討や合同企業説
明会の実施など、地域の実情に合った雇用
対策を推進する。

継続 産業企画課 ハローワーク青梅・東京しごとセンター
多摩等と連携し、合同就職面接会等を
実施した。出張ハローワークについて
は、新型コロナウイルス感染症の感染拡
大防止を鑑み、開催中止とした。

（ア）出張ハローワーク
新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止のため、中止した。

（イ）合同説明会等
実施回数：6回
参加企業数：延べ29社
参加者：191人

新型コロナウイルス感染症
の感染拡大防止のため、
説明会等が中止になるこ
とが多かったが、感染症
対策を行いながら可能な
限り開催に努め、再就職
につながる機会を提供す
ることができた。

感染症の拡大状況や景気
状況の変化に合わせ、求
職者と求人企業の実情に
合った実施方法を検討し
ながら、引き続き、実施し
ていく。

進行中

18 シルバー人材センター
事業への支援

施設の提供や運営費の助成を通じて、高齢
者の就労を支援し、男女の社会参加を促進
する。

継続 高齢福祉介護課 高齢者が健康で生きがいもって就業で
きるよう、運営費の一部を助成した。
会員数：623人(男性400人、女性223人）
就業実人員：474人
就業率：76.1％
就業延実人員：15,950人
【派遣事業】
就業実人員：34人
就業率：5.5％
就業延実人員：384人

コロナ禍において就業機
会の減少や入会説明会の
中止の影響などから前年
度に比べ会員数が減少し
たが、Web入会の推進や
会員募集チラシの全戸配
布等の取組みを継続して
実施し、高齢者の就労を
支援し、社会参加を促進
することができた。

今後も、シルバー人材セ
ンターの運営費の一部を
助成するとともに、高齢者
の就業分野の拡大に向け
た取組みを支援していく。

進行中

③女性の創業・
開業に対する支
援

19 創業・開業等を希望す
る事業者への支援

地域金融機関・産業支援機関・商工会等と
連携し、創業支援セミナー等を開催するほ
か、創業希望者による空き店舗活用などを
促進するための助成、創業支援コーディ
ネーターによる相談等を行う。

継続 産業振興課 金融機関等の協力を得て、創業に関す
る相談を行うことのできるワンストップ窓
口相談会を実施した。また、創業に関す
る知識を学べる「創業支援セミナー」の
ほか、設備費や家賃等を補助する「創
業支援補助事業」を実施した。
【創業支援セミナー】
実施回数：6回
参加者：60人

創業希望、準備、創業後
までの一貫した伴走支援
体制を確立する「創業支
援事業」について、5件を
採択することができた。

「創業支援補助事業」につ
いて、対象要件の緩和や
補助率の引き上げなどを
検討していく。

進行中

20 図書館におけるビジネ
ス支援コーナーの充実

資格取得や就職・起業等に関する図書及
び資料等を集約したビジネス支援コーナー
を充実させるとともに、利便性の向上を図
る。

継続 図書館 創業支援に関する本を中心にビジネス
関連図書を収集した。
新規受け入れ冊数（雑誌含む）：35冊
合計所蔵冊数：808冊

創業支援に関する資料の
提供を行うことができた。

ビジネス支援コーナーの
設置から4年が経過してお
り、書架がいっぱいになっ
ているため、情報の新しい
ものを中心に配架し、古く
なったものは、所蔵場所の
変更や、除架を行ってい
るため、合計所蔵冊数は
昨年とほぼ同数となってい
る。

進行中
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【令和2年度実績】

基本目標３　あらゆる暴力の根絶・安心な暮らしの実現

評       価 課題と改善点

（１）あら
ゆる暴力
の撤廃

①DVおよび
デートDV、リベ
ンジポルノ防止
対策の推進

21 広報啓発活動による意
識啓発

ＤＶ・デートDV、リベンジポルノ等の予防と
早期発見に向けて、広報紙やパンフレット
等を通じて広く市民に意識啓発を行う。ま
た、男女共同参画週間や女性に対する暴
力をなくす運動などの機会に合わせて、パ
ネル展示などの啓発活動を行う。

継続 企画政策課 （ア）男女共同参画週間期間に合わせ、
施設での啓発ポケットティッシュの配付と
PRポスターの掲示、町内会掲示板での
PRポスターの掲示、 広報はむらへの啓
発記事の掲載（6月1日号）、市公式サイ
トへの啓発記事の掲載を行った。

（イ）羽村市産業祭において、「女性に
対する暴力をなくす運動」期間に合わせ
たDV・デートDVに関する意識啓発用パ
ネル、羽村市の取組みパネルの展示、・
「女性に対する暴力をなくす運動」「ワー
ク・ライフ・バランス」「DV・デートDV」に
関する啓発ポケットティッシュや男女共
同参画に関する啓発グッズの配布を
行った。
実施日：令和2年10月31日（土）、11月1
日（日）
配付物：啓発グッズ50個配付
ポケットティッシュ500個配布

幅広い世代への意識啓発
を行うことができた。

幅広い世代への啓発を引
き続き行うとともに、啓発
手法や媒体についても検
討しながら、取り組んでい
く。

進行中

子育て支援課 子育て支援課窓口にてパンフレットの配
布や広報はむら11月1日号に配偶者か
らの暴力等の相談窓口について掲載す
るなど啓発活動を行った。

広く市民への意識啓発を
行うことができた。

より効果的な啓発方法に
ついて検討していく必要
がある。

進行中

22 関係機関と連携した相
談窓口の周知

ＤＶ・デートDV、リベンジポルノ等による被
害の早期救済に向けて、広報紙やパンフ
レット、携帯カードなどにより、ＤＶ相談窓口
を周知する。また、男女共同参画週間や女
性に対する暴力をなくす運動などの機会に
合わせて、パネル展示などの啓発活動を行
う。

継続 企画政策課 （ア）男女共同参画週間期間に合わせ、
施設での啓発ポケットティッシュの配付と
PRポスターの掲示、町内会掲示板での
PRポスターの掲示、 広報はむらへの啓
発記事の掲載（6月1日号）、市公式サイ
トへの啓発記事の掲載を行った。

（イ）羽村市産業祭において、「女性に
対する暴力をなくす運動」期間に合わせ
たDV・デートDVに関する意識啓発用パ
ネル、羽村市の取組みパネルの展示、・
「女性に対する暴力をなくす運動」「ワー
ク・ライフ・バランス」「DV・デートDV」に
関する啓発ポケットティッシュや男女共
同参画に関する啓発グッズの配布を
行った。
実施日：令和2年10月31日（土）、11月1
日（日）
配付物：啓発グッズ50個、ポケットティッ
シュ500個

幅広い世代への意識啓発
を行うことができた。

幅広い世代への啓発を引
き続き行うとともに、啓発
手法や媒体についても検
討しながら、取り組んでい
く。

進行中

広報広聴課 広報はむら11月1日号に配偶者からの
暴力等の相談窓口について掲載した。

適切に支援の情報が届く
ように広く周知を行うことが
できた。

引き続き、適切な相談及
び支援ができるように周知
していく。

進行中

R2年度実績
実績に対して特記すべきこと 進ちょく

状　況
施策 主な取組 № 事　業　名 事業概要 区分 担当課
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子育て支援課 広報はむら11月1日号に配偶者からの
暴力等の相談窓口について掲載し、継
続して公共施設の女性トイレ個室内に
相談先等を記載した携帯カードを設置
するなど相談窓口の周知を図った。

適切に支援の情報が届く
ように広く周知を行うことが
できた。

引き続き、適切な相談及
び支援ができるように周知
していく。

進行中

23 「女性悩みごと相談」の
実施

女性の不安や悩みに適切に対応できる専
門相談を、相談者のプライバシー保護に配
慮して福生市と共同で実施する。

継続 広報広聴課 市民相談の一つとして事業運営を行っ
た。
羽村市：第1・3・5水曜日
相談件数：71件（うち福生市民27件）
福生市第2・4水曜日
相談件数：54件（うち羽村市民9件）

羽村市民が福生市へ、福
生市民が羽村市へ相談に
行くなどの相互利用によ
り、プライバシー面・財政
面でのメリットがある。これ
までの予約及び相談実績
をみても、両市の連携によ
る広域相談事業の展開に
より、悩みを抱える女性へ
の支援の充実を図ることが
できた。

羽村市と福生市との共同
事業として、今後も緊密に
連携して事業を実施して
いく。

進行中

24 緊急一時保護事業等
ＤＶ被害者の支援

東京都や民間機関等と連携しながら、被害
者の保護と自立に必要な支援を行う。

継続 子育て支援課 緊急度に応じて一時保護を実施し適切
な支援に繋げた。
東京都女性センター一時保護件数：2件
民間機関一時保護委託件数：0件

関係機関との連携により、
適切な対応を図ることがで
きた。

引き続き、関係機関との連
携を図り、迅速に対応して
いく。

進行中

25 ストーカー行為等の被
害者の支援

ＤＶやストーカー行為等の被害者を支援す
るため、住民基本台帳の写しの交付や閲覧
の制限、戸籍の附票の交付制限及び戸籍
届書の記載事項証明書発行等の配慮を行
う。

継続 市民課 母子・父子自立支援員（婦人相談員）や
関係機関との連携を図りながら、住民基
本台帳の写しや戸籍の附票の交付制
限、閲覧台帳からの削除など、被害者
の支援を行うほか、相談も受け付けた。
支援件数：122件（新規29件、継続93
件）

迅速かつ適正な事務処理
に取り組むことができた。

引き続き、関連機関との連
携を図り、迅速に対応して
いく。

進行中

②ハラスメント防
止対策の推進

26 ハラスメントの防止に
向けた意識啓発

あらゆる場におけるハラスメントの防止に努
めるため、広報紙やパンフレット等により意
識啓発を行う。

継続 企画政策課 広報はむら11月1日号に女性に対する
暴力をなくす運動に関する記事を掲載
し、意識啓発を行った。

男女共同参画に関する情
報発信を広く行い、市民
の意識醸成を図ることがで
きた。

引き続き、市民の意識啓
発に取り組んでいく。

進行中

27 「女性悩みごと相談」の
実施
【再掲　3-(1)-①
No.23】

女性の不安や悩みに適切に対応できる専
門相談を、相談者のプライバシー保護に配
慮して福生市と共同で実施する。

継続 広報広聴課

28 相談窓口の相互連携
と関係機関との連携

市が実施している人権擁護委員による相談
や女性悩みごと相談など、各相談窓口相互
の連携や東京都女性相談センターとの連
携を充実する。

継続 広報広聴課 人権擁護委員による人権身の上相談や
法律相談、また母子・父子自立支援員
（婦人相談員）を通じての助言・支援等
の相談事業を実施するとともに必要な相
談窓口との連携が図れた。

必要な相談体制を維持す
るとともに、相談者が抱え
る問題を解決するための
支援を行うことができた。

引き続き、庁内各部署及
び関係機関との連携を強
化しながら相談体制の充
実を図っていく。

進行中

子育て支援課 市民相談係と連携し、ひとり親・女性生
活相談での対応や必要に応じて東京都
女性センターに相談を繋げた。

庁内各部署や関係機関と
の適切な連携により相談
者への対応を図ることがで
きた。

引き続き、庁内各部署及
び関係機関との連携を強
化しながら相談体制の充
実を図っていく。

進行中

③子どもに対す
るあらゆる暴力
の根絶に向けた
対策の推進

29 児童虐待防止対策の
強化

児童虐待の発生予防、早期発見・早期対応
のため、児童虐待対応力の向上や地域ネッ
トワーク機能の強化を図る。

継続 子育て相談課 要保護児童対策地域協議会研修を実
施した。
児童虐待防止講演会「子どもの虐待防
止～地域の大人が子ども達にできること
～」
実施日：令和2年11月5日
参加者数：60人

関係機関の意識啓発及び
連携強化を図ることができ
た。

引き続き、関係機関との連
携強化と対応力の向上を
図っていく。

進行中
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30 子どもに対するあらゆ
る暴力の予防啓発・学
習機会の充実

子どもに対するあらゆる暴力の根絶に向け
て、広報紙やパンフレット等により意識啓発
を行う。また、児童虐待防止推進月間に合
わせた広報活動を行う。

継続 子育て相談課 産業祭で啓発グッズを配布した。
広報はむら11月1日号や市公式サイトに
児童虐待防止推進月間の記事を掲載し
た。

市民の意識啓発を行うこと
ができた。

引き続き、関係機関との連
携を図りながら啓発を図っ
ていく。

進行中

子育て相談課 要保護児童対策地域協議会を開催し
た。
代表者会議：書面開催1回
実務者会議：3回（うち2回書面開催）
個別ケース検討会議：41回

要保護児童対策地域協
議会の開催により、虐待
や不登校等の問題を抱え
る家庭に対し、関係機関
で連携し、適切に対応す
ることができた。

子ども家庭支援センター
を中心とした関係機関のさ
らなる連携強化を図って
いく。

進行中

学校教育課
教育相談室

要保護児童対策地域連絡協議会へ出
席した。

要保護児童対策地域連
絡協議会で挙げられた問
題を抱える児童・生徒に
ついて、スクールソーシャ
ルワーカーと関係機関で
連携することができた。

子ども家庭支援センター
を中心とした関係機関のさ
らなる連携強化を図って
いく。

進行中

32 子どもや若者の育成支
援

若年無業者（ニート）やひきこもりなど、若者
の自立をめぐる問題に対応するとともに、ひ
きこもり等の問題を抱える若者やその家族を
支援するため、講演会や相談会を実施す
る。

継続 児童青少年課 （ア）ひきこもりに関する講演会について
は、新型コロナウイルス感染症対策のた
め、中止した。

（イ）相談会を実施した。
実施日：令和3年2月18日
相談者数：2名

相談会を実施することで、
悩みを抱える子どもや若
者に対し社会の一員とし
て、心豊かで健やかに成
長するよう支援することが
できた。

相談会の開催について
は、居住地での相談は周
りの目が気になり来庁しに
くいことも想定されるので、
今後は広域的な取り組み
を検討する。

進行中

33 女性のチャレンジ支援
講座等の実施
【再掲　2-(2)-①№16】

職場への復帰や地域への参画に役立つよ
うな学習機会を提供する。

継続 企画政策課

産業振興課

34 新たな雇用対策の仕
組み作りの検討
【再掲　2-(2)-①№17】

地方版ハローワークの検討や合同企業説
明会の実施など、地域の実情にあった雇用
対策を推進する。

継続 産業企画課

35 生活困窮者自立相談
支援事業の充実

生活困窮者自立支援制度の周知に努める
とともに、生活の安定と自立の促進に向けた
支援を実施する。

継続 社会福祉課 庁内各部署や関係機関との適切な連携
により、情報提供や助言による相談支援
を行った。
・自立相談支援事業
新規相談受付件数：74件、申込件数：
24件、就労者数：24人
・家計改善支援事業
新規支援決定件数：5件
・子どもの学習支援事業
利用者数：12人
・住居確保給付金事業
給付数：72世帯
新型コロナウイルス感染症の影響により
生活困窮者が増加した。

自立相談支援事業におい
て、24名の就労につなげ
ることができた。

新型コロナウイルス感染症
の影響が今後も継続する
と、生活困窮者の増加が
見込まれる。引き続き、庁
内各部署及び関係機関と
の連携を強化しながら、相
談体制の充実を図ってい
く。

進行中

36 「女性悩みごと相談」の
実施
【再掲　3-(1)-①№23】

女性の不安や悩みに適切に対応できる専
門相談を、相談者のプライバシー保護に配
慮して福生市と共同で実施する。

継続 広報広聴課

①就業・生活の
安定を通じた自
立に向けた取組
み

（２）貧困
など生活
上の困難
に直面す
る人への
支援

31 関係機関の連携による
子どもへの暴力防止等
に向けた取組

児童虐待及び問題行動・不登校等の諸課
題に対応するため、要保護児童対策地域
協議会等を開催する中で、子どもに対する
暴力の防止に取り組む。

継続
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②ひとり親家庭
などの親子が安
心して生活でき
る環境づくり

37 関係機関の連携による
相談体制の充実

関係機関と連携し、ひとり親家庭などの親
子が安心して暮らせるよう、日常生活に関
すること、養育費についての相談や離婚前
後の法律相談等を行う。

継続 子育て支援課 庁内関連部署との連携及び東京都ひと
り親家庭支援センターに相談を繋げた。

庁内各部署や関係機関と
の適切な連携により相談
体制の充実を図ることがで
きた。

引き続き、庁内各部署及
び関係機関との連携を強
化しながら相談体制の充
実を図っていく。

進行中

38 ひとり親家庭などの就
業支援事業等の充実

ひとり親家庭が経済的に自立し生活の安定
が図れるよう、就業支援や経済的支援を行
う。

継続 子育て支援課 ひとり親家庭に対する就業支援や経済
的支援を実施した。
（ア）母子・父子自立支援プログラム事業
（児童扶養手当受給者を対象にハロー
ワークと連携し就業による自立を支援す
る事業）
実施件数：7件

（イ）高等職業訓練促進給付金等事業
（指定の国家資格を取得するために養
成機関等で修業する際の生活費の負担
軽減のために給付金を支給する事業）
支給件数：2件

（ウ）自立支援教育訓練給付金事業（教
育訓練に関する講座を受講した場合、
修了後に受講料の一部を支給する事
業）
支給件数：0件

ひとり親の就業や経済的
な自立を支援することがで
きた。

引き続き、適切な支援が
できるように積極的な周知
を図っていく。

進行中
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【令和2年度実績】

基本目標４　男女共同参画社会の実現に向けた意識の醸成

評       価 課題と改善点

（１）男女
共同参画
意識の啓
発

①男女共同参画
に関する広報・
啓発の推進

39 広報啓発活動による意
識啓発

男女共同参画意識の普及浸透を図るため、
広報紙、公式サイト、パンフレット等による意
識啓発を行う。
また、男女共同参画週間などの機会に合わ
せて、ティッシュ配布などの意識啓発を行
う。

継続 企画政策課 （ア）男女共同参画週間及び女性に対
する暴力をなくす運動に合わせ、広報
はむら6月1日号、11月1日号への啓発
記事の掲載や、テレビはむらでのお知ら
せを行った。

（イ）男女共同参画週間期間に合わせ、
施設での啓発ポケットティッシュの配付と
PRポスターの掲示、町内会掲示板での
PRポスターの掲示、 広報はむらへの啓
発記事の掲載（ 6月1日号）、市公式サイ
トへの啓発記事の掲載を行った。
啓発ポケットティッシュ配布数：1,500個

（ウ）広報はむら3月15日号に、「Weave」
の特集として、「コロナ禍の暮らしだから
わかったこと」をテーマとした記事を掲載
した。

（エ）広報はむら2月1日号、3月1日号に
男女共同参画に関するミニコラムを計2
回掲載した。

男女共同参画週間や
様々な機会を通じて、広
報はむら、テレビはむらを
活用し、広く市民に意識
啓発を行うことができた。

今後も、情報収集に努
め、継続して意識啓発を
行っていく。

進行中

40 東京2020大会におけ
る男女平等の推進に
関する周知

東京2020大会からの男女混合種目が急増
することなど、オリンピック・パラリンピックに
おける男女平等の推進について、広報紙や
公式サイトにより周知する。

新規 東京オリンピック・パラ
リンピック準備室

広報はむら6月1日号と公式サイトにおい
て、『オリ・パラ通信 男女共同参画週間
特別号』を掲載した。

東京2020大会における男
女平等の推進に向けた取
組みを紹介することによ
り、男女共同参画意識の
啓発を図ることができた。

東京2020大会の開催年度
となる来年度（令和3年度）
においても、第2弾を同様
に実施予定。

進行中

②男女共同参画
を推進する学習
の充実

41 男女共同参画に関す
る研修会の実施

男女共同参画意識の普及浸透を図るため、
男女共同参画に関する研修会を実施する。

継続 企画政策課 男女共同参画研修会を実施した。

テーマ：「今後、仕事を通じて成長して
いくためのヒントや、キャリアビジョンを考
える」
実施日：令和3年3月22日(月）
講師：西山昭彦さん（立命館大学教授、
三菱商事㈱社外取締役、横浜市専門
委員、経営学博士）
参加者：19人

男女共同参画の視点を取
り入れながら、キャリアデ
ザインを持つつつワーク・
ライフ・バランスを図ってい
くことについて学び・考え
る機会を創出することがで
きた。

今後も、多くの方に参加し
てもらえるよう、内容や時
間帯を工夫するとともに、
広く周知を図っていく。

進行中

42 女と男、ともに織りなす
フォーラムの開催

市民による実行委員会との協働により、男
女共同参画の視点を取り入れたテーマを設
定し、フォーラムを開催する。

継続 企画政策課 市民の男女共同参画に対する意識の高
揚を図るため、市民による実行委員会と
の協働で、フォーラムを計画したが、新
型コロナウイルス感染症対策のため、中
止とした。

新型コロナウイルス感染症
対策のため事業を実施す
ることができなかった。

今後も、多くの方に参加し
てもらえるよう、内容や時
間帯を工夫するとともに、
広く周知を図っていく。

進行中

区分№ 担当課 R2年度実績
実績に対して特記すべきこと 進ちょく

状　況
施策 主な取組 事　業　名 事業概要
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①男性にとって
の男女共同参画
に関する広報・
啓発

43 広報啓発活動による意
識啓発

固定的な男性像からの脱却など、男性に
とっての男女共同参画の意義について男性
の理解を深めるため、広報紙、公式サイト、
パンフレットなどにより意識啓発を行う。

継続 企画政策課 広報はむら6月1日号（男女共同参画週
間）、3月15日号（Weave・ミニコラム）や
テレビはむらの番組を通じた意識啓発を
実施した。
子育て中の父親とその子どもを主な対
象とし、父親の積極的な家事育児参加
を促すことを目的に、「みんなで楽しむ
子育て講座」を、企画政策課、健康課、
子育て相談課の3課が連携して実施し
た。（コロナ禍であり感染防止に配慮し
てオンラインで動画配信）
配信開始日：令和2年11月16日
再生数：792回（R3.3.31現在）

オンライン配信すること
で、広く市民に意識啓発
を行うことができた。

引き続き、市民への意識
啓発を行っていく。

進行中

44 男の料理教室の実施 男性を対象に、調理技術の習得と健康づく
りの啓発を目的とした料理教室を実施する
際に、男性が家庭生活に積極的に参画で
きるような意識啓発を行う。

継続 健康課 新型コロナウイルス感染症の感染防止
対策のため、男の料理教室は中止とし
た。

新型コロナウイルス感染症
対策のため事業を実施す
ることができなかった。

令和3年度はデモンスト
レーションや講義を中心
にした男性向け講座を実
施する予定である。

進行中

45 一日生活教室の実施 より多くの男性の参加を促し、生活技術の
習得をめざした講座・教室等を実施する。

継続 産業振興課 男性を対象とした料理教室を開催した。
テーマ：「メキシコ料理「タコス」に挑
戦！」
実施日：令和2年12月5日（土）
場所：消費生活センター活動室
参加者数：12人

食材に目を向けることや、
準備や後片付けも料理の
一部と考え、工夫を凝らし
て料理することを学ぶ機
会を提供することができ
た。

引き続き、男性の生活技
術の習得を支援していく。

進行中

②男性の子育
て・介護への参
画の支援・促進

46 男性の子育て・介護へ
の参画支援に関する
周知・啓発

男性が、仕事などとの両立を図り、前向きに
家事や育児、介護に参画できるよう、育児・
介護休業の取得促進や支援制度の周知を
行う。

継続 企画政策課 子育て中の父親とその子どもを主な対
象とし、父親の積極的な家事育児参加
を促すことを目的に、「みんなで楽しむ
子育て講座」を企画政策課、健康課、子
育て相談課の3課が連携して実施した。
（コロナ禍であり感染防止に配慮してオ
ンラインで動画配信）
配信開始日：令和2年11月16日
再生数：792回（R3.3.31現在）

感染防止対策を図りなが
ら、家事・育児参加を促す
ための知識・実践方法の
情報を提供することができ
た。

動画の作り方を研究し、コ
ロナ禍では引き続きオンラ
イン開催を行っていく。

進行中

子育て相談課 母子健康手帳交付の際に「父親ハンド
ブック」等を配布し、支援制度の周知を
行った。

男性に対し、子育て支援
サービス等の周知を行うこ
とができた。

引き続き、実施していく。 進行中

高齢福祉介護課 窓口でのパンフレットの配布や広報はむ
ら、市公式サイトで介護保険制度等の周
知を図った。
また、家族介護支援事業により介護者
家族の交流を行い、介護者同士の情報
交換の場を設けた。

介護保険制度や高齢者
支援制度について周知を
行うことができた。
介護者家族の交流の場で
は介護者同士の情報交換
ができた。

引き続き、実施していく。 進行中

47 子育て力向上のため
の支援

子育てに関する不安や悩みを軽減し、子育
て力の向上が図れるよう、育児や家事に追
われがちな両親がともに参加できる子育て
講座を開催する。

継続 子育て相談課 ハロー赤ちゃんクラス（両親学級）を11
回実施した。
参加者：88人

妊娠・出産の理解を深め、
夫婦で協力し育児を行うこ
との大切さについて啓発
に努めた。

新型コロナウイルス感染症
予防に配慮した、参加者
同士の情報交換の手法に
ついて検討を図りながら、
引き続き、実施していく。

進行中

（２）男
性、子ど
もにとっ
ての男女
共同参画
の理解の
促進
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生涯学習センターゆ
とろぎ

＊「心を育む絵本の読み聞かせ講座」
※令和元年度に予定していた講座であ
るが新型コロナウイルス感染症対策のた
め中止となったことから、令和2年度に再
度実施について調整したが、引き続きコ
ロナ対策を継続する中で事業実施に至
らなかった。
＊「多摩川みんなで遊ぶ釣り体験」（親
子釣り体験）
実施予定日：7/18
※新型コロナウイルス感染症対策のた
め中止

新型コロナウイルス感染症
対策のため事業を実施す
ることができなかった。

引き続き、子育て世代の
ニーズに沿った事業を企
画するとともに、コロナ禍
及びポストコロナでの事業
実施方法について検討す
る。

進行中

48 家事・育児参画推進講
座（みんなで楽しむ子
育て講座）の実施

子育て中の保護者と子どもたちを対象に、
親子の触れ合いの場の提供と自身や家族
の健康づくりに役立つ知識と実践法の普及
啓発のための講座を実施する。

継続 企画政策課

子育て相談課

健康課

「みんなで楽しむ子育て講座」を企画政
策課、健康課、子育て相談課の3課が連
携して実施した。（コロナ禍であり感染防
止に配慮してオンラインで動画配信）
配信開始日：令和2年11月16日
再生数：792回（R3.3.31現在）

感染防止を図りながら、家
事・育児参加を促すため
の知識・実践方法の情報
を提供することができた。

動画の作り方を研究し、コ
ロナ禍では引き続きオンラ
イン開催を行っていく。

進行中

49 子育て相談事業の実
施

父親が子育てに積極的に携われるよう、相
談事業の中で、意識啓発に努める。

継続
子育て相談課

市内児童館で子育て相談を実施した。
相談件数：延239件

身近な場所で、土日も相
談に応じることができた。

引き続き、実施していく 進行中

50 子育てひろば事業の
充実

父親・母親がともに参加できるよう、地域子
育て支援センターや児童館などの、身近な
施設における子育て相談や親子参加型講
座の充実を図る。

継続 子育て相談課
児童青少年課

（ア）子育て相談や親子参加型講座を実
施した。
①地域子育て支援ｾﾝﾀｰ（太陽の子・た
つの子）
相談延件数：154件
講座開催：37回
延133組265人
②児童館（中央・西・東）
相談延件数：239件

（イ）羽っぴーカレンダーの作成：7回

（ア）新型コロナウイルス感
染防止対策を実施しなが
ら、子育て中の親子に交
流の場を提供し、身近な
場所での子育て相談を実
施することができた。

（イ）羽っぴーカレンダー
の作成により、ひろば事業
を周知することができた。

子育て世代包括支援セン
ターと連携を図りながら、
引き続き実施していく。

進行中

51 家族介護支援事業の
実施

高齢者を在宅で介護している家族等が、介
護者同士の情報交換を行ったり、介護知識
を習得したりできるよう、介護支援事業を実
施する。

継続 高齢福祉介護課 地域包括支援センター（3か所）が企画・
運営し、家族介護支援事業を年２回実
施した。
参加者：22人（市民8人（うち男性1人）、
介護関係者14人）

理学療法士等の専門職も
参加し、介護者の相談に
応じるとともに、介護者同
士の情報交換を行うことが
できた。

広報はむら・メール配信
サービス・町内会回覧等
を通じて参加者を募集し
たが、少人数の参加にと
どまったため、PR方法を再
考し、男性が参加しやす
いよう実施方法を検討す
る必要がある。

進行中
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52 介護予防・日常生活支
援総合事業等の実施

住民等の多様な主体が参画し、多様なサー
ビスを充実することで、地域における支え合
いの体制づくりを推進し、要支援者等に効
果的かつ効率的な支援等を可能にすること
を目指し、介護予防・日常生活支援総合事
業を実施する。また、男性が積極的に携わ
れるよう、相談業務の充実に努める。

継続 高齢福祉介護課 （ア）介護予防・日常生活支援総合事業
及び総合相談を実施した。
【介護予防・日常生活支援総合事業】
訪問型サービス：1,131件
家事サポートサービス：329件
生活動作向上プログラム：5人
通所型サービス：2,424件
住民主体介護サービス：2団体
体力向上教室　10人
【総合相談】
利用件数：4,973件

（イ）ボランティア養成研修（介護予防
リーダー育成事業）を実施した。
➀育成研修（12日間）
参加者：4人（うち男性2人）
③フォローアップ研修
実施日：令和3年1月28日（木）、2月4日
（木）・5日（金）
参加者：延べ87人（うち男性6人）

相談業務では、事例に
よっては土曜日にも相談
できる体制をとることがで
きた。

ボランティアの新規養成や
土日の夜間の相談対応体
制について、男性が参加
や利用しやすくなるよう検
討を行う必要がある。

進行中

53 子育て・介護支援図書
の充実

子育てや介護に関する図書や資料を収集
し、男性の子育てや介護への参画支援に
努める。

継続 図書館 子育て及び介護関連資料の収集を行っ
た。子育て支援図書コーナーには、子
育てに関するパンフレット等も設置した。
令和2年度子育て支援図書コーナー受
入冊数：141冊
合計所蔵冊数：4,525冊
介護関連図書コーナー受入冊数：35冊
合計所蔵冊数：583冊

子育て支援図書コーナー
を常設しており、関連図書
の収集を行うことができ
た。

書架がいっぱいになって
きているため、新しい資料
の収集に加え、古い本の
除架に努め、見やすく、利
用しやすい書架づくりを引
き続き行う。

進行中

③子どもの頃か
らの男女共同参
画についての理
解の促進

54 男女共同参画に関す
る教育の充実

教育活動全般で、「人権教育プログラム（学
校教育編）」を活用し、男女の相互理解と協
力の重要性等を認識した男女共同参画教
育を実施するとともに、教科書選定時に、男
女共同参画の観点を取り入れた選定基準
により、選定を行う。

継続 学校教育課 人権教育年間指導計画に位置付け、主
に特別の教科 道徳や特別活動等の時
間に、発達段階に応じて、男女共同参
画教育を実施した。また、中学校の教科
用図書の採択にあたっては、男女共同
参画の視点からも調査研究を行うなど採
択の一助とした。

小学校低学年から特別活
動等において、男女共同
参画の視点に立った指導
を行うことができた。
男女共同参画の視点から
も教科書を調査・研究し、
採択時の参考とすることが
できた。

発達段階に応じた指導が
大切であり、今後も指導内
容の改善を図りながら指
導していく。また、引き続き
男女共同参画等の人権に
関する観点からも教科書
の調査・研究を行う。

進行中
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【令和2年度実績】

基本目標５　ワーク・ライフ・バランスの推進

評       価 課題と改善点

①ワーク・ライフ・
バランスに関す
る意識の普及啓
発

55 ワーク・ライフ・バランス
に関する意識啓発

ワーク・ライフ・バランスについての理解が広
がるよう、広報紙やパンフレット等による意
識啓発を行う。

継続 企画政策課 羽村市産業祭において、啓発用ポケット
ティッシュを配布し、ワーク・ライフ・バラ
ンスに関する啓発活動を行った。
実施日：令和2年10月31日（土）、11月1
日（日）
ポケットティッシュ配布数：500個

市民や事業者に対する意
識啓発を行うことができ
た。

引き続き、市民や事業者
に対する意識啓発に取り
組んでいく。

進行中

②職場における
仕事と家庭・地
域との両立支援
の取組みの促進

56 事業所への両立支援
に関する周知・啓発

事業者に対し、職場における両立支援を推
進するため、育児・介護休業や部分休業に
関する休暇制度や長時間労働の抑制、働
き方の見直しなどについて周知するととも
に、先進事例等の把握・情報提供を行う。

継続 企画政策課 国・東京都の取組み等の情報収集を行
い、企業メール配信サービス等におい
て情報提供を行った。

情報収集に努めるととも
に、企業メール配信サー
ビスを通じて、広く市民に
対する意識啓発を行うこと
ができた。

引き続き、国や東京都の
取組み等の情報収集を行
い、周知に努めていく。

進行中

産業企画課 関係機関から送付される啓発資料のチ
ラシなどを、企業活動支援員が事業所
へ配布、案内を行った。

誰もが働きやすい環境が
職場内にできるよう、情報
提供を随時行うことができ
た。

製造現場など、従来女性
が少ない職場を持つ事業
所に対して、普及啓発に
よって意識醸成を進めて
いく。

進行中

産業振興課 企業メール配信サービスで、セミナー等
の情報提供を行った。
配信企業数：171社
配信回数：19回

事業者へ最新の情報提供
を行うことができた。

常に最新の情報収集に努
め、啓発活動を実施して
いく。

進行中

③働きやすい職
場環境づくりの
推進

57 事業所への法令・制度
等に関する周知・啓発

男女雇用機会均等法や育児・介護休業法
などの労働関係法令や制度等について、広
報紙やパンフレット等を活用した啓発活動
を行う。

継続 企画政策課 国・東京都の取組み等の情報収集を行
い、企画政策課窓口でパンフレット等を
配布したほか、関連部署に情報提供を
行い、広く周知を依頼した。

情報収集に努めるととも
に、パンフレットの配布等
を通じて、広く市民に対す
る意識啓発を行うことがで
きた。

引き続き、国や東京都の
取組み等の情報収集を行
い、周知に努めていく。

進行中

産業企画課 関係機関から送付される啓発資料のチ
ラシなどを、企業活動支援員が事業所
へ配布、案内を行った。

誰もが働きやすい環境が
職場内にできるよう、情報
提供を随時行うことができ
た。

製造現場など、従来女性
が少ない職場を持つ事業
所に対して、普及啓発に
よって意識醸成を進めて
いく。

進行中

産業振興課 企業メール配信サービスで、セミナー等
の情報提供を行った。
配信企業数：171社
配信回数：19回

事業者へ最新の情報提供
を行うことができた。

常に最新の情報収集に努
め、啓発活動を実施して
いく。

進行中

58 労働相談の充実 東京都労働相談情報センター等の関係機
関や市内の社会保険労務士等との連携を
図り、従業員の労務雇用管理等についての
相談の充実に努める。

継続 産業企画課
産業振興課

東京都等の関係機関からのリーフレット
等による情報提供に努めた。また、市内
の社会保険労務士有志によるネットワー
ク「社労士ネット羽村」と連携し、市内の
中小企業からの個別の相談に対応でき
る体制を維持した。さらに、ビジネスハン
ズオン支援事業により、社労士・行政書
士等との連携を強化し、合同相談会を
実施して労務関連の相談に対応した。

市民が、必要な時に必要
な情報を収集できるよう情
報提供を行い、働きやす
い環境づくりに関する啓
発を行うことができた。

最新の情報を提供し、相
談の要望があった際には
いつでも対応できるよう、
情報収集及び関係維持・
強化に努めていく。

進行中

区分№

（１）ワー
ク・ライ

フ・バラン
スに関す
る広報・

啓発の推
進

実績に対して特記すべきこと 進ちょく
状　況

R2年度実績担当課施策 主な取組 事　業　名 事業概要
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59 総合評価方式による競
争入札の実施

市が発注する工事について、競争入札参
加者が、ワーク・ライフ・バランスまたは男女
共同参画等に関する活動を実施している場
合に、価格以外の評価項目として評価点を
与える評価方式を実施する。

継続 契約管財課 総合評価方式による競争入札における
「価格以外の評価項目及び評価点」に
事業概要の内容を盛り込んでいるが、
令和２年度は総合評価方式を導入する
案件はなかった。

事業所の男女共同参画等
に関する取組みについ
て、情報収集を行うことが
できた。

継続して取り組んでいくこ
とで、働きやすい職場環
境づくりが推進できるよう
支援していく。

進行中

（２）仕事
と生活の
両立支援

①切れ目のない
子育て支援

60 妊娠・出産・子育て包
括支援拠点（子育て世
代包括支援センター）
の運営

妊娠・出産期から子育て期までのさまざまな
ニーズに対して、妊娠・出産・子育て包括支
援拠点（子育て世代包括支援センター）を
運営し、切れ目のない総合的相談支援を効
果的に実施する。

継続 子育て相談課 妊娠・出産・子育て包括支援拠点とし
て、総合的相談支援を実施した。
総合相談件数：2,081件
妊婦面接件数：330件
支援プラン作成件数：273件
こんにちはパッケージ件数：293件
新型コロナウイルス感染症対策用出産
子育て応援品配付件数：497件
ファーストバースデー子育て応援品配
付件数：331件
オンラインを活用した妊産婦の相談支
援件数：1件

妊娠届出時の面接を通し
て必要に応じ支援プラン
を作成し、継続的な支援
を実施することができた。

特定妊婦として支援プラ
ンを作成した件数は増加
傾向にあることから、他関
係機関との連携強化を図
りながら切れ目のない支
援を提供していく。

進行中

61 妊婦健康診査および
乳児家庭全戸訪問の
充実

子どもの健やかな発育を支援するため、妊
娠中の健康診査や産後の乳児家庭全戸訪
問を実施する。また、妊娠期から子育て期
にかけての支援体制の充実を図る。

継続 子育て相談課 乳児家庭全戸訪問事業を実施した。
訪問数：293人　（訪問率96.4%)
出生数：304人
＊妊婦健康診査の実施(通年）：3,644人

赤ちゃんの発育・発達や
産婦の心身の状況を確認
をし、情報提供や相談支
援を行うことができた。

産婦のこころの不調を早
期発見・対応するため、
EPDSを実施し適切な支援
に繋げていく。

進行中

62 発達支援体制の充実 乳幼児期から成人期までの切れ目のない
発達支援を行うため、保健・医療・福祉・教
育などの各分野が連携し、組織横断的な体
制の充実を図る。

継続 子育て相談課
子育て支援課
障害福祉課
健康課
学校教育課

(ア）市内幼稚園・保育園等巡回相談事
業（23園対象）
訪問件数：定期・フォロー計63回　個人
相談（延120件）
　
(イ)子どもの発達に関する相談事業
就学前：83件
就学後：24件(延107件)

(ウ）発達相談員による「ちょこっと広場」
事業
こころの相談(臨床心理士）：中止　こと
ばの相談（言語聴覚士） 延78件

(エ）発達支援体制を検討するプロジェク
トチーム検討会議
全体会：2回
実務者会議：5回(メール開催：3回）

(オ）学童クラブ支援員へのサポート事業
観察・相談：16件
支援員とのカンファレンス：9件（延25件）

(カ）発達障害に関する啓発事業
新型コロナウイルス感染症対策のため、
中止した。

新型コロナウイルス感染症
対策のため予定していた
通りに実施できなかった事
業もあったが、発達支援
体制の充実のための事業
を実施することができた。

乳幼児期から成人期まで
の切れ目のない発達支援
の強化を図るため、就学
時の関係機関との連携を
充実させ、乳幼児期から
成人期までの切れ目のな
い発達支援の強化を図
る。

進行中
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教育支援課
教育相談室

（ア）発達支援体制を検討するプロジェ
クトチーム検討会議へ出席した。

（イ）実務者会議に出席した。はばたき
ファイルの課題検討会議では、「はばた
きファイル改訂」について情報交換を
行った。

（ウ）教育的立場において、発達支援体
制の充実を図った（就学・転学相談、支
援員の配置、特別支援教室の充実）。

（ア）学齢期を超えた切れ
目ない支援体制について
情報共有と連携の構築
（継続、連続した発達支援
体制の検討、窓口ワンス
トップ化の検討、情報の一
元化の検討、療育の検討
等）にあたる幅の広い視野
での協議ができた。

（イ）実務者会議について
は、組織横断的に切れ目
のない支援体制の構築に
向けて課題を共有し、改
善策や計画の推進につな
がる検討をすることができ
た。

発達支援体制の充実とし
て、切れ目のない支援体
制についての取組では、
情報の共有が課題となっ
た。そのため、関係課と協
議し、相談開始時に「関係
機関との情報連携につい
ての承諾」を取るなどの工
夫をしていく。
引継ぎの仕組みと合わ
せ、組織横断的な取組と
しての連携構築と、支援を
受ける保護者への障害理
解の促進については、今
後も仕組みを改善すべく
追求していく必要がある。

進行中

②多様な働き方
への支援

63 民間保育園等におけ
る保育の質の向上に
向けた支援施策の実
施

保育人材の確保、保育士の業務負担の軽
減等を図ることにより、保育環境の充実、保
育・幼児教育の質の更なる向上を図る。

継続 子育て支援課 保育従事者宿舎借り上げ支援事業を実
施し、保育人材の確保、定着及び離職
防止を図り、保育の質の向上に資する
支援を行った。

事業者に対し、補助を行う
ことにより、保育人材の確
保、離職防止に寄与する
ことができた。

引き続き、事業を実施して
いく。

進行中

64 認証保育所事業の運
営支援

多様化する保育ニーズに対して、民間事業
者が行う既存の認証保育所事業を支援す
る。

継続 子育て支援課 （ア）市内在住児童が利用する認証保育
所の運営支援を行った。
利用児童数：延べ448人

（イ）認証保育所利用者負担軽減補助
金を交付し、保護者の育児に伴う負担
軽減や子育てと就労の両立支援を実施
した。
該当児童数：24人

多様な保育サービスの提
供により、保護者の子育て
及び就労の両立支援を図
ることができた。

事業のPRを行いながら、
今後も事業を継続してい
く。

進行中

65 多様なニーズに対応し
た保育事業の実施

多様なニーズに対応する保育サービスの充
実を図る。

継続 子育て支援課 第2期子ども・子育て支援事業計画に基
づき、多様なニーズに対応した保育
サービスの提供を行うための支援を行っ
た。
また、医療的ケア児の受入れ体制の検
討を行い、「保育施設への医療的ケア
児の受入れガイドライン（令和3年3月）」
を策定した。

これまでの事業に加え、医
療的ケア児保育支援事業
の実施に向け取組むこと
で、保育サービスの充実
を図ることができた。

第2期子ども・子育て支援
事業計画に則して、需要
に応じた保育サービスを
実施していく。

進行中

66 ファミリー・サポート・セ
ンター事業の推進

協力会員と利用会員が支え合いながら、地
域で子育てを行うことを推進し、仕事と育児
の両立を支援する。

継続 子育て相談課 社会福祉協議会に委託し事業を実施し
た。
協力会員：67人
利用会員：159人
両方会員：8人
利用回数：921回

仕事と家事の両立をする
ための支援を行うことがで
きた。

会員を増やすための取り
組みと多様なﾆｰｽﾞに対応
するための事業の充実に
ついて検討していく。

進行中
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67 学童クラブ事業の充実 仕事と育児の両立支援として、児童の遊び
や生活の場となる学童クラブ事業の充実を
図る。

継続 児童青少年課 新型コロナウイルス感染症の拡大防止
から緊急事態宣言が発出され小学校が
休校となる中、働く人を支援するため学
童クラブを朝から開所し働く人の支援を
実施した。
令和元年度は、児童育成に関する学習
会を全体で開催したが、令和2年度は、
各学童クラブを個別に巡回し児童育成
に関する相談に応じた。

仕事と育児を両立するた
めの支援を行うことができ
た。

待機児童対策の検討や、
新型コロナウイルス感染症
の予防対策、学童クラブ
で勤務する支援員の確保
や労働条件について検討
していく。

進行中

68 保育所の適正な運営
の確保

保育所運営費等や保育士の処遇改善など
について、適切な見直しを行うよう国・東京
都へ働きかける。

継続 子育て支援課 運営費、保育士の確保や処遇改善につ
いて、適切な対応を行うよう全国市長会
を通じて国へ要望した。東京都におい
ても、国へ要望している。

保育サービスや保育所の
運営など、質の改善を図
ることができた。

引き続き、アレルギー児や
障害児等、多様なニーズ
に対応した児童を受入れ
る施設への補助や保育士
確保のための補助制度の
拡充について、国や都へ
要望していく。

進行中

③介護のための
支援体制の充実

69 広報などを利用した制
度の周知

パンフレットや広報紙、公式サイトを活用す
るとともに、出前講座などを通じて介護や福
祉の制度を周知する。

継続 高齢福祉介護課 窓口でのパンフレット配布や、広報はむ
らへの掲載、市公式サイトの更新等を
行った。

介護保険制度の周知を図
ることができた。

引き続き、わかりやすい介
護保険制度の周知に取り
組んでいく。

進行中

70 地域包括支援セン
ターを中心とした総合
的な支援

地域包括支援センターを中心に、介護保険
事業とともに保健・医療サービス、その他の
地域のさまざまな資源を活用し、家族介護
者への支援を含めた包括的・継続的な支援
を行う。

継続 高齢福祉介護課 地域包括支援センターを委託型の3か
所の体制とし、毎月定例会を開催し情
報共有、連携推進に取り組み、地域で
暮らす高齢者の支援及び、家族介護者
を支援した。

総合相談、権利擁護相
談、介護予防支援、認知
症対応の普及啓発などを
行い、高齢者や地域の
方々への支援を行うことが
できた。

地域での認知を拡大し、
引き続き、身近な相談先と
して地域包括支援セン
ターの事業を推進する。

進行中

71 家族介護支援事業の
実施
【再掲 4-（2）-②№51】

高齢者を在宅で介護している家族等が、介
護者同士の情報交換を行ったり、介護知識
を習得したりできるよう、介護支援事業を実
施する。

継続 高齢福祉介護課

72 介護予防リーダーの育
成

男性の参加を促進し、地域の人材の中か
ら、介護予防の知識や情報を伝えるリー
ダーを育成するとともに、地域集会施設など
の活用により、介護予防の取組みを地域に
広める。

継続 高齢福祉介護課 （ア）介護予防リーダーの育成研修等を
実施した。
①育成研修
参加者：4人（うち男性2人）
②フォローアップ研修
参加者：87人（うち男性6人）

（イ）市内10か所の地域集会施設を会場
に、介護予防リーダーが運営する体操
教室の支援を実施した。
介護予防リーダー参加者数：44 人（うち
男性3人）

広報はむら等を通じて広く
市民に受講をPRし、男性2
人の参加につながった。
前年度までの男性の介護
予防リーダーに継続して
運営に関わっていただき、
教室の活性化を図ること
ができた。

引き続き、介護予防リー
ダーの新たな担い手を育
成し、活動の継続支援を
推進する。

進行中

73 徘徊高齢者探索サー
ビス事業の実施

高齢者の徘徊などによる家族の心労や負
担を軽減するため、徘徊高齢者探索サービ
ス事業を実施する。

継続 高齢福祉介護課 徘徊高齢者に対して、探索サービスを
実施した。
登録者：6人（R3.3月末現在）

徘徊高齢者の安全確保や
家族の負担軽減を図るこ
とができた。

引き続き、事業の周知に
取り組んでいく。

進行中
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【令和2年度実績】

基本目標６　地域活動における男女共同参画の推進

評       価 課題と改善点

（１）地域
活動にお
ける男女
共同参
画の推進

①地域活動への
参画促進

74 若い世代のまちづくり
への参加の機会の検
討・提供

若い世代がまちづくりや地域コミュ
ニティを担う人材として活躍するこ
とができるよう、まちづくりへの参加
機会の検討・提供に取り組む。

継続 地域振興課
企画政策課

（ア）都立羽村高等学校連携事業
「総合的な探求の時間」の授業を活用
し、羽村市について主体的に考える機
会を創出するとともに、まちづくりに関す
る興味や関心を醸成し、市民参画の
きっかけとなるよう、市職員による講演を
実施した。
実施日：令和2年10月6日（火）
参加者：都立羽村高等学校2年生

（イ）ファシリテーター入門講座
年代を問わず、地域の人材を活用した
地域コミュニティの活性化につなげるた
め、対話の場づくりに役立つ「ファシリ
テーション」を学ぶ講座を実施した。
実施日：令和3年1月16日（土）、30日
（土）
参加者：7人（男性2人、女性5人）

（ア）参加した生徒が羽村
市に興味を持ち、まちづく
りについて考えることで、
市民参画のきっかけを創
出することができた。

（イ）若者からシニア層な
ど、幅広い層の参加があ
り、参加者からも地域で役
立てたいとの意見をいた
だいている。実践的な講
習内容とすることで、地域
活動の人材育成を図るこ
とができた。

（ア）都立羽村高等学校と
担当課と調整を図りながら
内容の充実を図っていく。

（イ）引き続き、地域コミュ
ニティの活性化につなが
るよう、事業内容の充実を
図りながら実施してく。

進行中

地域振興課 新型コロナウイルス感染症対策のため、
各町内会・自治会において、事業が実
施できず、参画促進が図れなかった。

新型コロナウイルス感染
症対策による事業の中止
により、参画促進の支援
が行えなかった。

女性役員のなり手が少な
いという現状があるため、
女性が役員に立候補しや
すい環境をつくる支援を
行っていく。

進行中

高齢福祉介
護課

各高齢者クラブ（30クラブ）や高齢者クラ
ブ連合会に対して補助金を交付し、活
動を促進した。また、高齢者クラブ連合
会女性部が行う研修などを支援した。

社会奉仕活動や友愛訪
問活動、健康づくり活動な
どの活動費の一部を助成
することで、高齢者クラブ
への支援を図ることができ
た。

高齢者の健康、生きがい
づくり活動の推進は重要
であることから、引き続き、
支援していく。

進行中

76 NPO法人や市民活動
団体、社会教育団体
などへの活動支援

NPO法人や市民活動団体の設立
や活動を支援するとともに、他団
体との協働の機会や市の事業など
での成果発表の場を提供するな
ど、学習や活動の成果を発表で活
かせるように支援を行う。

継続 地域振興課 （ア）市民活動団体等の相談業務を実
施した。
相談件数：60件

（イ）市民活動団体連携協議会の運営
支援を実施した。
協議会実施回数：2回（令和2年5月、8
月）

団体設立等の市民活動
に関する相談業務を行う
ほか、「市民活動団体連
携協議会」の運営支援を
行い、団体間の交流・連
携を深めるなど、男女がと
もに市民活動を図れるよう
支援を行うことができた。

継続して実施していく。 進行中

地域活動への支援 地域コミュニティの基幹である町内
会・自治会や高齢者クラブ等の活
動支援を行い、地域活動への参
加を促進する。

施策 主な取組 事　業　名 事業概要 区分

75

№ R2年度実績
実績に対して特記すべきこと

継続

進ちょく
状　況

担当課
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生涯学習総
務課

（ア）生涯学習に関する情報提供のツー
ルとして「団体・サークルガイド」、「はむ
ら人ネットガイド」を発行及び市公式サ
イトへ掲載し、市民や団体に対して情報
提供を行った。
・団体・サークルガイド：150部
・はむら人ネットガイド：300部

（イ）はむら人ネット登録者を講師に初
心者講座を実施した。
「字をデザイン！あそび字講座」
実施日：令和2年11月28日（土）、12月
13日（日）
講師：蜂須賀優子氏
参加者：19人

新たな学習や活動を求め
る市民への情報提供や団
体活動の活性化の一助と
なるよう、支援を行うことが
できた。

団体等の更なる発展・充
実を図るため、引き続き、
ガイドの発行や初心者講
座等を実施し、新たな社
会教育関係団体の創設
や既存団体の発展、充実
に取り組む。

進行中

生涯学習セン
ターゆとろぎ

（ア）社会教育関係団体等を対象として
使用料の減額規定を設け、活動の支援
を行っている。

（イ）第51回羽村市文化祭
新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、中止した。

（ア）使用料の減額により
活動を支援することができ
た。

（イ）文化祭については、
新型コロナウイルス感染
症対策のため、実施でき
なかった。

文化活動団体の減少、高
齢化が課題となっている
今後も。文化協会等と連
携し、趣味の講座等を継
続して実施し、サークルの
立ち上げ支援を行う。

進行中

77 市民活動講座の実施 地域活動などの分野で男女がとも
に参画できるよう、市民活動講座
を実施する。

継続 地域振興課 市民活動講座などを実施した。
①やさしいスマートフォン体験講座
実施日：令和2年12月16日（水）
参加者：10人（男性2人、女性8人）

②ファシリテーター入門講座

男女共同参画が図られる
よう、市民活動講座を実
施し、市民活動意識の向
上が図ることがきた。

継続して実施していく。 進行中

78 市民ボランティアの育
成と支援

ボランティアの質を高め、ボラン
ティア活動が積極的に行えるよう、
各種市民ボランティアの養成講座
などを実施する。

継続 地域振興課 ボランティア活動の安定と充実を図るこ
とを目的に、講座を実施した。
①やさしいスマートフォン体験講座
実施日：令和2年12月16日（水）
参加者：10人（男性2人、女性8人）

②日本語ボランティア入門講座
　（羽村市後援事業）
実施日：令和3年3月27日（土）
参加者：7人

講座を通じて、ボランティ
アに関する知識を学ぶほ
か、ボランティア活動の意
識向上を図ることができ
た。

継続して実施していく。 進行中

79 シルバー人材センター
事業への支援
【再掲　2-(2)-⑱№18】

施設の提供や運営費の助成を通
じて、高齢者の就労を支援し、男
女の社会参加を促進する。

継続 高齢福祉介
護課

80 小地域ネットワーク活
動の支援

地域住民が主体となって、支え合
いや見守りなどの実践活動を行う
小地域ネットワーク活動を支援す
る。

継続 社会福祉課 小地域ネットワーク活動を推進する羽村
市社会福祉協議会に対して助成金を交
付し、活動の支援を行った。
助成団体：36団体

地域住民を主体とした支
え合いや見守り活動を支
援することができた。

3地区が活動を休止して
おり、活動再開が課題と
なっている。

進行中
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81 住民主体の通いの場
の活動支援

リハビリテーション専門職等が関与
することにより、介護予防に資する
住民が運営する通いの場を地域
で展開することができるよう立上げ
支援の推進と通いの場の充実を
図る。

継続 高齢福祉介
護課

住民主体の通いの場を新規に立ち上
げるための説明会を3回実施した。参加
者6人のうち、2人が男性であった。新型
コロナウイルス感染防止中のグループ
の運営について情報交換会を1回行
い、男性は2人の参加であった。

新型コロナウイルス感染
症対策のため、多くのグ
ループが活動を休止し
た。
情報交換会を経て、緊急
事態宣言解除後は8グ
ループが活動を再開した
が、全グループの活動は
再開できなかった。

活動の拠点となる場所の
新規開拓及び、新型コロ
ナウイルス感染防止策を
講じたうえでの運営につ
いて支援が課題である。

進行中

高齢福祉介
護課

老人福祉センター及び高齢者在宅サー
ビスセンターにおいて、概ね60歳以上
の高齢者を対象に、29講座（ボランティ
ア講座含む）を開催した。

新型コロナウイルス感染
症対策に務め、高齢者の
仲間づくりの場の提供と、
生きがいづくりの支援を行
うことができた。

高齢者の健康、生きがい
づくり活動の推進は重要
であることから、引き続き、
支援していく。

進行中

生涯学習セン
ターゆとろぎ

アクティブシニア向け講座等を実施し
た。
（ア）ゆとろぎ文学講座「明治の文豪か
ら・・・森鴎外」
実施日：令和2年9月13日（日）・20（日）
参加者数：23人
（イ）美術鑑賞のすすめ自分なりの見方
でアートを楽しもう！
実施日：令和2年9月22日（火）
参加者数：14人
（ウ）第16回ゆとろぎ想ひ出の映画鑑
「麗しのサブリナ」
実施日：令和2年11月8日（日）
参加者数：121人
（エ）杏林大学公開講演会「運動の魅力
と効能～自分の体と仲良くして充実した
人生を送るために」
実施日：令和3年2月24日（水）
参加者数：25人
（オ）第17回ゆとろぎ想ひ出の映画鑑
「忠魂義烈実録忠臣蔵」
実施日：令和3年3月13日（土）
参加者数：98人

外出を促す講座や健康づ
くり講座、懐かしい映画上
映事業等を実施し、シニ
ア世代の社会参加を促す
とともに、コロナ禍にあっ
ても生きがいづくりや健康
増進に繋げることができ
た。

コロナ禍及びポストコロナ
における事業の実施方法
について検討していく。

進行中

83 市民提案型協働事業
の充実

社会課題や地域課題の解決につ
なげるため、市民活動団体が主体
となり、市と協働で実施する事業を
募集し、実施する。

継続 地域振興課 市民提案型協働事業として3事業採択
し、事業を実施した（提案：3事業、実
施：2事業）。
【実施事業】
①写真展及び講演会・映画会「フクシマ
～尊厳の記録と記憶～」
②ウィズコロナと日本語ボランティアに
ついて知る講座
③夏休み水辺のあそび場（新型コロナ
ウイルス感染症対策のため、中止とし
た。）

男女共同参画が図られる
よう、市民活動団体と協働
して事業を実施することで
地域課題の解決につなげ
ることができた。

継続して実施していく。 進行中

82 アクティブシニア向け
講座等の充実

社会参加などのきっかけづくりを
行うため、健康維持や地域での活
躍を目指そうとするアクティブシニ
アを応援する講座、趣味などを通
した生きがいづくりのための講座
等を開催する。

継続
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②地域活動にお
ける女性リー
ダーの育成

84 広報啓発活動による
意識啓発

地域活動などの分野での方針決
定過程に女性が参画できるよう、
広報紙等による意識啓発を行う。

継続 企画政策課 広報はむら2月1日号の「ミニコラム」や3
月15日号の「Weave]に記事を掲載し、
意識啓発を実施した。
「コロナ禍で表面化した課題とは」
（Vol.11　令和3年2月1日号）
「コロナ禍の暮らしだからわかったこと」
（Weave 令和3年3月15日号）

地域活動に参加意欲を持
つ方がチャレンジしていく
ために必要な情報を提供
することができた。

引き続き、広報紙等を通
じて意識啓発に努めてい
く。

進行中

③地域の防災力
の向上のための
女性の参画支援

85 地域防災計画に基づ
く防災対策の推進

男女共同参画の視点を考慮しな
がら、地域防災計画に基づく防災
対策を推進する。

継続 防災安全課 各避難所ごとに作成している避難所運
営マニュアルに、地域防災計画に定め
る女性の考えや女性に配慮した内容を
取り入れるよう支援した。

地域防災計画に定める女
性の参画について啓発
し、男女双方の視点に配
慮した対策の推進を行うこ
とができた。

今後も、男女共同参画の
視点を取り入れ、より実効
性の高い防災対策を推進
していく。

進行中

86 防災分野に関する取
組みへの女性の参画

災害時における女性の視点をより
反映していくため、防災分野への
女性の参画を推進する。

継続 防災安全課 (ア)新型コロナウイルス感染症対策の観
点から防災訓練の実施規模の縮小を
行ったため、啓発活動にも制限がある
中、避難所運営組織連絡会において、
避難所運営本部の構成として、本部長
または副本部長には女性を1名以上選
出するよう啓発を行った。

(イ)新型コロナウイルス感染症対策によ
り各行事が中止となり、女性消防団員募
集のPR活動を実施することが困難な
中、従来から行っている団員募集の記
事を広報はむらに掲載することに加え、
団員募集の映像を作成した。映像はテ
レビはむらでの放映のほか、市公式
YouTubeチャンネルでも配信を行った。

(ア)近年、避難所運営本
部を各避難所に立ち上げ
るまでの災害が発生して
いないことから、啓発の成
果を判断することは難し
い。

(イ)当該年度内の女性消
防団員の新規加入には繋
がらなかったが、新たな募
集方法に取り組むことが
できた。

(ア)今後も、災害時におけ
る女性の視点をより反映し
ていくため、避難所運営
組織連絡会等の機会を捉
えて自主防災組織等に対
して継続的に啓発を行っ
ていく。

(イ)今後も、様々な広報媒
体を活用し、女性消防団
員の活動状況を市内外に
積極的にPRしていくこと
で、新たな女性消防団員
の確保に繋げていく。

進行中
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